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 連結経営指標等 

 
  

 
(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

３．第77期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。 

  

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。  

また、主要な関係会社についても異動はありません。  

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第77期

第２四半期 
連結累計期間

第78期
第２四半期 
連結累計期間

第77期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日 
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 12,187,533 13,165,407 24,306,758

経常利益 (千円) 346,403 107,650 428,692

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失(△)

(千円) 231,495 △36,490 1,024,088

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △12,553 △163,067 724,553

純資産額 (千円) 16,057,240 16,503,008 16,794,347

総資産額 (千円) 25,762,309 26,382,652 25,518,916

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) 12.71 △2.00 56.24

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 61.8 62.0 65.3

営業活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) 125,088 △303,237 2,143,999

投資活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) △138,766 △396,200 △262,463

財務活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) △97,407 △132,260 △1,109,502

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高

(千円) 5,861,864 5,827,082 6,694,968

回次
第77期

第２四半期 
連結会計期間

第78期
第２四半期 
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日 
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.39 9.88

２ 【事業の内容】
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当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。 

  

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災による生産や消費の落ち込みから回

復してまいりました。 

当社グループの主要顧客である自動車業界では、東日本大震災後のサプライチェーンの混乱による自

動車生産台数の落ち込みから急速に回復してまいりましたが、円高の長期化などにより依然厳しい状況

が続いております。設備投資においても新興国を中心に拠点の整備・充実に向けた動きはありますが、

依然慎重な姿勢が続いております。 

このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は131億６千５百万円と

前年同四半期と比べ９億７千７百万円（8.0％増）の増収となりました。 

 営業損失は１千４百万円（前年同四半期は１億７千１百万円の営業利益）、経常利益は１億７百万円

と前年同四半期に比べ２億３千８百万円（68.9％減）の減益、四半期純損失は３千６百万円（前年同四

半期は２億３千１百万円の四半期純利益）となりました。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。  

・設備部門 

設備部門は、塗装設備納入等により売上高87億７千５百万円と前年同四半期と比べ30億３千４百

万円（52.9％増）の増収、営業利益は２億８千５百万円（前年同四半期は２千４百万円の営業損

失）となりました。 

・自動車部品部門 

自動車部品部門は、ランドクルーザー、プリウス等の内装部品およびマークX、クラウン等の外

装部品の生産・販売により売上高は43億８千９百万円と前年同四半期と比べ20億５千６百万円

（31.9％減）の減収、営業損失は１億１千万円（前年同四半期は３億８千８百万円の営業利益）と

なりました。 

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)業績の状況
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（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて9.3％増加し、148億１百万円となりました。これは、受取

手形及び売掛金が17億１千１百万円増加したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.3％減少し、115億８千１百万円となりました。これは、

有形固定資産が１億２千８百万円減少したことなどによります。 

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.4％増加し、263億８千２百万円となりまし

た。 

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて18.4％増加し、76億５千１百万円となりました。これは、

支払手形及び買掛金が６億５千７百万円増加したことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.4％減少し、22億２千８百万円となりました。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて13.2％増加し、98億７千９百万円となりまし

た。 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.7％減少し、165億３百万円となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、58億２千７百万

円となり、前連結会計年度末より８億６千７百万円（13.0％減）減少となりました。当第２四半期連結

累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  

 営業活動の結果使用した資金は３億３百万円（前年同四半期は１億２千５百万円の獲得）となりまし

た。これは主に、前受金の増加額７億円、仕入債権の増加額６億６千万円及び減価償却費４億２百万円

の増加要因と、売上債権の増加額17億４千２百万円の減少要因によるものであります。    

(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

 投資活動の結果使用した資金は３億９千６百万円（前年同四半期比185.5％増）となりました。これ

は主に、定期預金の預入による支出２億７千万円、有形固定資産の取得による支出１億７千８百万円に

よるものであります。    

(財務活動によるキャッシュ・フロー)  

 財務活動の結果使用した資金は１億３千２百万円（前年同四半期比35.8％増）となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億６千９百万円であります。 

  

  

  

(２)財政状態の分析

(３)キャッシュ・フローの状況の分析

(４)事業上及び財務上の対処すべき課題

(５)研究開発活動
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   該当事項はありません。  

  

   該当事項はありません。 

  

   該当事項はありません。 

  

  
  

 
   

  

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末 

現在発行数(株) 
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,220,000 18,220,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
1,000株であります。

計 18,220,000 18,220,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

(4) 【ライツプランの内容】

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金
残高 
(千円)

平成23年７月１日～ 
平成23年９月30日

─ 18,220,000 ─ 1,311,000 ─ 668,522
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(注)所有株式数が同数の株主については、五十音順に記載しております。 

  

(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
(千株)

発行済株式
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 7,595 41.68

ビービーエイチ フオー フイデ
リテイー ロープライス ストツ
ク フアンド 
(常任代理人 株式会社三菱東京
ＵＦＪ銀行）

82 DEVONSHIRE STREET BOSTON,MA AMERICA
(東京都千代田区丸の内二丁目７番１号）

665 3.64

豊田通商株式会社 愛知県名古屋市中村区名駅四丁目９番８号 580 3.18

福沢 孝夫 愛知県名古屋市名東区 497 2.72

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 358 1.96

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 336 1.84

クレデイツト スイス アーゲー 
チユーリツヒ 
(常任代理人 株式会社三菱東京
ＵＦＪ銀行）

UETLIBERGSTRASSE 231 P.O.BOX 600 CH-8070
ZURICH SWITZERLAND 
(東京都千代田区丸の内二丁目７番１号）

280 1.53

株式会社河上澄夫商店 愛知県豊田市常盤町三丁目15番地 239 1.31

安冨 寛 兵庫県宝塚市 216 1.18

株式会社デンソー 愛知県刈谷市昭和町一丁目１番地 200 1.09

株式会社豊田自動織機 愛知県刈谷市豊田町二丁目１番地 200 1.09

計 ― 11,167 61.29
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 (注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式693株が含まれております。 

  

 
  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式     9,000 
(相互保有株式) 
普通株式     2,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   18,185,000 18,185 ―

単元未満株式 普通株式     24,000 ― ―

発行済株式総数       18,220,000 ― ―

総株主の議決権 ― 18,185 ―

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

(自己保有株式) 
トリニティ工業株式会社

愛知県豊田市柿本町
一丁目９番地

9,000 ― 9,000 0.05

(相互保有株式) 
旭鉄工株式会社

群馬県太田市小舞木町
399番地２

2,000 ― 2,000 0.01

計 ― 11,000 ― 11,000 0.06

２ 【役員の状況】
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当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１

日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。 

  

第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について

8



１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,067,219 6,381,409

受取手形及び売掛金 5,363,774 7,075,080

製品 23,833 21,365

仕掛品 502,153 775,987

原材料 250,006 221,179

その他 340,924 327,434

貸倒引当金 △1,468 △1,109

流動資産合計 13,546,443 14,801,347

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,572,340 2,492,012

土地 4,897,694 4,880,437

その他（純額） 1,909,939 1,879,395

有形固定資産合計 9,379,975 9,251,845

無形固定資産 73,661 62,684

投資その他の資産

その他 2,544,585 2,292,387

貸倒引当金 △25,749 △25,612

投資その他の資産合計 2,518,836 2,266,774

固定資産合計 11,972,472 11,581,304

資産合計 25,518,916 26,382,652

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,700,018 5,357,196

未払法人税等 114,371 127,776

賞与引当金 469,928 480,209

役員賞与引当金 22,743 12,220

完成工事補償引当金 68,129 124,956

その他 1,089,298 1,549,043

流動負債合計 6,464,488 7,651,402

固定負債

退職給付引当金 1,120,374 1,253,052

役員退職慰労引当金 108,682 115,836

負ののれん 13,987 11,116

その他 1,017,035 848,237

固定負債合計 2,260,080 2,228,241

負債合計 8,724,568 9,879,644
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,311,000 1,311,000

資本剰余金 784,172 784,172

利益剰余金 14,781,830 14,617,867

自己株式 △6,196 △6,196

株主資本合計 16,870,806 16,706,843

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 357,915 303,179

為替換算調整勘定 △567,766 △640,448

その他の包括利益累計額合計 △209,851 △337,269

少数株主持分 133,392 133,434

純資産合計 16,794,347 16,503,008

負債純資産合計 25,518,916 26,382,652
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

売上高 12,187,533 13,165,407

売上原価 10,467,332 11,530,613

売上総利益 1,720,200 1,634,794

販売費及び一般管理費 ※ 1,549,077 ※ 1,649,469

営業利益又は営業損失（△） 171,123 △14,674

営業外収益

受取利息 23,080 26,574

受取配当金 6,029 7,615

持分法による投資利益 137,132 86,991

雑収入 17,125 25,014

営業外収益合計 183,367 146,196

営業外費用

支払利息 3,870 57

為替差損 2,010 20,449

雑支出 2,205 3,363

営業外費用合計 8,086 23,870

経常利益 346,403 107,650

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 31,350 －

特別損失合計 31,350 －

税金等調整前四半期純利益 315,053 107,650

法人税等 84,121 139,330

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

230,932 △31,679

少数株主利益又は少数株主損失（△） △563 4,811

四半期純利益又は四半期純損失（△） 231,495 △36,490
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

230,932 △31,679

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △77,466 △54,736

為替換算調整勘定 △102,206 △76,811

持分法適用会社に対する持分相当額 △63,813 160

その他の包括利益合計 △243,486 △131,387

四半期包括利益 △12,553 △163,067

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 22,378 △163,909

少数株主に係る四半期包括利益 △34,932 841
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 315,053 107,650

減価償却費 604,573 402,007

のれん償却額 △2,871 △2,871

退職給付引当金の増減額（△は減少） 112,443 132,677

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14,996 7,154

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,545 △486

賞与引当金の増減額（△は減少） △868 10,281

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,955 △10,522

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △134,775 58,725

受取利息及び受取配当金 △29,109 △34,189

有形固定資産除却損 761 1,170

支払利息 3,870 57

為替差損益（△は益） 2,010 20,449

持分法による投資損益（△は益） △137,132 △86,991

売上債権の増減額（△は増加） 244,440 △1,742,029

たな卸資産の増減額（△は増加） △114,477 △242,747

仕入債務の増減額（△は減少） △702,693 660,400

前受金の増減額（△は減少） △77,832 700,667

未払消費税等の増減額（△は減少） △147,017 △31,581

その他 △40,564 △405,543

小計 △92,694 △455,722

利息及び配当金の受取額 266,455 265,538

利息の支払額 △134 △57

法人税等の支払額 △48,537 △112,995

営業活動によるキャッシュ・フロー 125,088 △303,237

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △270,000

定期預金の払戻による収入 5,273 21,586

有形固定資産の取得による支出 △154,591 △178,758

有形固定資産の売却による収入 － 31,255

無形固定資産の取得による支出 － △5,271

貸付けによる支出 △2,699 △8,000

貸付金の回収による収入 10,717 9,212

その他 2,533 3,774

投資活動によるキャッシュ・フロー △138,766 △396,200

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △91,051 △127,472

その他 △6,355 △4,788

財務活動によるキャッシュ・フロー △97,407 △132,260

現金及び現金同等物に係る換算差額 △70,522 △36,186

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △181,607 △867,885

現金及び現金同等物の期首残高 6,043,472 6,694,968

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,861,864 ※ 5,827,082
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 該当事項はありません。 

  

  

 
  

  

 
  

 
  

 
  

【継続企業の前提に関する事項】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合は、法定実効税

率を使用する方法によっております。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

※ 「販売費及び一般管理費」のうち主要な費目及び金

額は次の通りであります。

(1) 従業員給料手当 531,426千円

(2) 賞与引当金繰入額 114,833千円

(3) 退職給付費用 65,473千円

※ 「販売費及び一般管理費」のうち主要な費目及び金

額は次の通りであります。

(1) 従業員給料手当 559,552千円

(2) 賞与引当金繰入額 164,387千円

(3) 退職給付費用 66,801千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年９月30日現在）

現金及び預金 6,211,175千円

預入期間が３か月超の定期預金 △349,310千円

現金及び現金同等物 5,861,864千円

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成23年９月30日現在）

現金及び預金 6,381,409千円

預入期間が３か月超の定期預金 △554,326千円

現金及び現金同等物 5,827,082千円
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Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

１．配当金支払額 

  

 
  

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。  

  

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

１．配当金支払額 

  

 
  

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。  

  

  

(株主資本等関係)

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月29日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 91,051 5 平成22年３月31日 平成22年６月30日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月24日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 127,472 7 平成23年３月31日 平成23年６月27日
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Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
 (注)１.セグメント利益又は損失(△)の調整額△192,942千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 

    (主に報告セグメントに帰属しない一般管理費)であります。  

   ２.セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

    （単位：千円） 

 
（注）１. セグメント利益又は損失(△)の調整額△189,355千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 

    (主に報告セグメントに帰属しない一般管理費)であります。 

   ２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。   

  

  

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２設備部門
自動車部品

部門
計

売上高

  外部顧客への売上高 5,741,248 6,446,285 12,187,533 ― 12,187,533

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,741,248 6,446,285 12,187,533 ― 12,187,533

セグメント利益又は損失(△) △24,020 388,085 364,065 △192,942 171,123

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２設備部門
自動車部品

部門
計

 売上高

  外部顧客への売上高 8,775,549 4,389,858 13,165,407 ― 13,165,407

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 8,775,549 4,389,858 13,165,407 ― 13,165,407

 セグメント利益又は損失(△) 285,090 △110,409 174,680 △189,355 △14,674
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１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  

 
(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

(１株当たり情報)

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△) 12.71円 △2.00円

    (算定上の基礎)

    四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)
  (千円)

231,495 △36,490

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期
    純損失金額(△) (千円)

231,495 △36,490

    普通株式の期中平均株式数(千株) 18,210 18,210

２ 【その他】
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該当事項はありません。 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
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平成23年11月４日

トリニティ工業株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  

 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているト
リニティ工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平
成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、トリニティ工業株式会社及び連結子会社の
平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャ
ッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか
った。 
  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
  

以  上 
  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士    平    野         晃    印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士    竹    野    俊    成    印

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

19



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


